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マ ル チ メ デ ィ アを活 用 した環 境 教 育 の実証 研 究
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マ ル チ メ デ ィアを 活 用 した環 境 教 育 の実証 研 究

1.は じ め に

～先行研究の概観～

(1)環 境教育の動向

わが国の環境教育は、1970年 の公害国会以来、公害学習 と分かちがた く結び付 き、主と

して社会科でこれを実施 してきた。しかし、UNESCOと かUNEP(UnitedNationsEnv董 一

ronmentProgram)が 提案する環境教育は、自然保護、自然保全、生態系、環境観、環境

倫理などを含む非常に広い、多義的な内容を含む ものであった。この公害学習と環境教育と

のギャップにっいては、わが国の教育界 も早 くか ら気づいており、環境科学とか生態学的な

方向を志向するようになったのだが、そこで次のような問題が出てきた。

一っには、教科や領域を並列させるわが国のカリキュラムでは、環境教育のような合科的

な内容を取 り扱うことが～きわめて難 しい。地質学、経済学、生物学、生態学、地理学、倫

理学、統計学などを交差させる学際的アプローチ(interdisciplinaryapproach)な しに、

環境教育を取り扱うことができないにもかかわ らず、現実に学校へ持ち込んでくると、受け

皿がなくなるのである。1975年 にNHK教 育テレビは 「みどりの地球」という環境教育番組

をスター トさせた。対象は小学校高学年か ら中学生であった。しかし、利用率は、回を重ね

ても惨憺たるものであった。特に肝心の中学 において。その理由は他でもない、受け皿にな

る教科がないか らであった。

二っには、環境教育には、論理的な側面とともに倫理的な側面があるといわれる(沼 田、

1990)。 あるいは、認知的な側面とともに情意的な側面があるし、知識とともに行動 や態度

が合わせて要求される(Lucas,1991)。 こうなると教科書中心の講義式授業だけでは、複合

的な目標は達成できない。川のエ コロジーを実体験で学ぶ野外学習、「みどりの地球」や

「自然のアルバム」を通 しての映像学習、合科 ・総合学習の形態をとる地域研究など、様々

な工夫が重ねられてきた。

(2)マ ルチメディアによる教育の潮流

学校教育で活用されるメディアは、電子工学の急激な進歩と対応 して、 この20年 間に劇

的な変化をとげた。

① テレビ学校放送番組の本放送のスター トが、1952年 の ことである。白黒か らカラー化
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へ 、 小 型VTRの 普 及 に よ り、 電 波 系 メ デ ィア か らパ ッケ ー ジ系 の そ れ へ の 重 点 の 移 動 な ど

が、 この40年 間 の動 向 と言 え る 。 しか しな が ら、 教 室 の 教 師 と は全 く別 の 所 で 、 番 組 が 企

画 さ れ、 制 作 され て い る こ と、 及 び そ の 番 組 は直 接 教 授 性(directteach沁g)を 意 図 して お

り、15分 間 な り20分 間 な りは 、 ス ク リー ン教 師 が 、 教 室 の 教 師 に代 わ って 、 あ る ま と ま っ

た 内容 の知 識 を伝 え る とい う、 一方 通 行 の 形 式 を と って き た こ と 、 等 に っ い て は 、 こ の40

年 間 で根 本 的 な変 化 は な い 。

② テ ィー チ ン グ ・マ シ ン も形 を 変 え て 、 い ろ い ろ な もの が 現 わ れ て き た。 プ ロ グ ラ ム 学 習

(直 線 型 、 分 岐 型 を 含 め て)、LL(LanguageLaboratory)、 そ してCAI(ComputerAs-

s呈stedInstruction)な どが そ の代 表 例 とい え る。 これ らに 共 通 す るの は 、 教 師 な い し はそ

の プ ロ グ ラム作 成 者 が敷 い た 路 線 上 を 、 た と え そ れが 単 線 直 線 型 で あれ 、 分 岐 複線型 で あれ 、

生 徒 に一 歩 ず っ 、 マ イ ペ ー スで 歩 ませ る こ とで あ ろ う。 換 言 す れ ば 、 学 習 の個 別 化 と 自 動 化

(individuahzationandautomation)と い う特 徴 を 強 く示 して い るの で あ る。

③ 教 室 の 内 外 で 利 用 で き る メ デ ィ アが 多 様 化 す る にっ れ て、 「マ ル チ メ デ ィア とその メデ ィ

ア ・ミ ック ス(multimediaandmediamix)」 と い う考 え 方 、 及 び そ の 実 践 研 究 が 現 わ れ

出 した。1980年 代 か らの こ とで あ る。

具 体 的 に言 う と、 テ レ ビや ビデ オ な ど の動 画 を 中核 に して、 静 止 画 、 活 字 、模 型 、 ラ ジ オ

や オ ー デ ィ オ テ ー プ、 実 物 な ど を、 追 究 す る課 題 に応 じ、 発表 す る 内容 に応 じて 、生 律 が 選

択 し、 組 織 して い くシ ス テ ム を意 味 す る 。放 送 か らの発 展 学 習 と か、 課 題 選 択学 習 で は 、 比

較 的 早 くか らこの メ デ ィ ア ・ ミッ クス の手 法 が利 用 さ れ て きた(水 越 、1986)。 最 近 で は、

環 境 教 育 、 国 際 理 解 教 育 、 情 報 教 育 、 あ るい は 性 教育 の よ うな学 際 的研 究 を 必要 とす る新 し

い分 野 に お いて も、 こ の メ デ ィア ・ ミッ クス が 活 用 され だ した(八 重 柏 、1988)。

この マ ル チ ・メ デ ィ アを 使 うと い う こ と、 主 題 や課 題 に応 じて 、基 幹 教材 と副 次教 材 を選

択 し組 織 で き る と い うこ と、 しか もそ の コー ス の 決 あ 方 は 、生 徒 が 自分 の必 要 に 応 じて 決 め

る ことが で き る と い うこと一 一 一 これ らを考 え合 わす と、今 回 の実証 研究 で紹 介 す るハ イパ ー ・

メ デ ィア利 用 へ の 道 が 、 す で に着 々 と準 備 され て い た と言 え よ う。

(3)ハ イパ ー ・メ デ ィ ア を活 用 した実 践 研 究

ハ イパ ー ・メ デ ィ ア の特 徴 と して は次 の よ うな こ とが あ げ られ る と思 う。

A.多 種 多 様 な、 ま た、 異 質 で 多 次 元 な情 報 を 一 っ の モ ニ ター上 に並 列 提 示 で き る。

B教 材 提 示 の順 序 が きわ め て フ レキ シ ブル で あ り、 非 直 線 的 で 非 構造 的 で あ る。 無 構 造 と

い うわ けで は な くて 、 前 も って決 め られ た 構 造 に従 って学 習 が 進 む の で はな く、 学 習 者 の論

理 で も って 、 構 造 化 して い け る とい う意 味 で あ る(SpiroandJehng,1990)。

C.学 習 者 と コ ン ピュ ー タと の相 互 作用 や 対 話 によ って学 習 が 進 め られ る。 換 言 す れ ば コ ン

ピ ュー タの支 援 に よ っ て マ ル チ メ デ ィア と生 徒 との 対 話型 の学 習 が 可能 に な った の で あ る。
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D.生 徒が自分で教材の順序がえ、書き加え、そして編集などができる。それらがまた新 し

い教材として、友達に活用 して もらえる。

さて、このハイパー ・メディアを活用 しての実践研究としては、次のようなものがある。

①文部省のニューメディア教材開発事業 として発足 した中野照海 らの研究は、1988年 度

には 「文京文学館」 というハイパー ・メディアの教材開発でスター トした。第2年 次の1989

年度には、これを使 った実験が国際キリス ト教大学と東京学芸大学で実施された。(飯 吉 ・

中野、1990;佐 賀 ・荻野、1990)。 そ して、1990年 度になると 「文京文学館」 の内容構成を

改善すると共にr、理科教材 「ハイパー ・サイエンスキューブ」を も手がけ、翌1991年 度 に

はその実験 と評価の研究に着手するというように、着々とハイパー ・メディァの開発研究を

進めてきた(篠 原他、1991)。

②ハイパー ・メディアラボPanaCALETを 用いた 「交通安全教育」。大阪大学、松下通

信工業、豊中市立熊野田小学校、金沢市立三和小学校 らの共同研究(松 下、1991)。

③NHKが アップルコンピュータジャパ ン株式会社と共同で1990年 度に開発 したハイパー ・

メディア教材 「人 と森林」、 およびそれを利用 した東京都大田区立山王小学校の実践研究

(鈴木、1991)。 第1次 から第5次 まで、全16時 間をかけて、6年 生を対象 とした実践であ

り、今回の私たちの研究の直接的なモデルとなったものである。

2.研 究方法

(1)マ ルチメディア教材の開発と活用

今回の実証研究では、何重かの意味で、マルチメディア教材の開発とその活用が、必要不

可欠となった。一つには、環境教育という学際的な分野、教育学的に言えば、いくっかの教

科 ・領域の相互関連を意図的に図るクロス・・カ リキュラム(crosscurriculum)を 計画 し展

開するには、印刷教材だけとか、映像教材だけという単一のメディアムでは明らかに不足で

ある。

二っには、この単元では、課題別小集団学習を中心にし、時には個別学習やペア学習、ま

た時には一斉学習というように、学習形態が流動的になるよう設計 した。その意図を実現す

るには何よりも、多様なメディアを用意 し、かつそれらの柔軟な組み合わせができるような

システムが必要なのである。

三っには、1990年 度にNHKが 開発 したハイパー ・メディア教材 「人と森林」は、それ自

体が動画、静止画、音響、音声など、多様な映像教材で構成されており、映像を中核と した

マルチメディアと言 うことができる。 しか しこのハイパー ・メディア教材だけに頼 って授業

を展開しようとは思わなかった。この教材に加えて、約30本 のビデオテープ、 スライ ド等
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の静止画、実物や実在の人物、印刷メディア等を用意 した。児童がこれらのマルチメデ ィア

教材を選択 し、組み合わせて20時 間の授業を展開することによって、開発 と資源の保全、

地球のエコロジーシステムと人間のあり方等にっいて、いろいろな角度から考察を進め させ

ようと考えた。

すなわち具体的には、大阪大学人間科学部マルチメディア実験室所有のビデオテープの中

か ら約20本 、金沢大学教育学部教育実践研究指導センターか ら約10本 が拠出された。 かっ

てNHKが 制作 した学校放送 「みどりの地球」(環境教育番組)、NHK特 集や教養セ ミナー、

民間放送のスペシャル番組などである。また印刷教材としては、「森林のはなし」の ような

読み物と、文献 リス トに載せたような一連の森林のエコロジーや森林と人間の文化に関する

基本文献を準備 しておいた。また実物教材としては、小松市の尾小屋銅山跡 とか、少年 自然

の家とかの野外活動で、足尾銅山跡の追体験とか森林浴を体験させたり、専門家からの説明

を聞 くことにした。これらのマルチメディアを単元の進行に沿って、また子どもの課題学習

の進展に応 じて、組み合わせ利用できるように取b計 らった。

(2)5年 生と6年 生でねらいを違えた実践

今回の実践は、金沢市立三和小学校で5年 生1ク ラス(28名)、 そして金沢市立此花町小

学校で6年 生1ク ラス(13名)を 対象とした。実施時期は、1991年6～7月 である。 しか

し単なる高学年の比較研究ではな くて、次のように両学年で異なるね らいを立てた。

5年 生は学級担任の村井万寿夫教諭が、正規の授業として展開 した。社会科と特別活動あ

るいは 「ゆとりの時間」等を連結 して第5次19時 間プラス課外の設計を したのである。一

方、6年 生は学級担任と金沢市教育センターの上出雅指導主事が担当 した。そ して、土曜 日

の午後と日曜日を中心に、小学校だけでなくNHKや 金沢大学、地域の自然園などで この授

業を展開していった。前者が正規の授業にハイビジョンやハイパー ・メディア等を取 り入れ

たのに対 し、後者は、週休2日 制等を考慮 して、見学や制作活動、情宣活動などをふんだん

に取り入れた課外学習として展開 したのである。

結果的には前者の5年 生については、詳細に授業を記録 ・評価できたが、6年 生にっ いて

は、週末のみの活動で、部外者の指導主事が意図的に指導や誘導の規制を緩めた 「支援 ・助

言的指導」に徹 したので、発言や行動の記録 も評価 も十分なものが取れていない。 この両者

は、 したがって直接に比較 して検討すべきものではない。学校での授業で取 り扱 う場合と、

週休2日 制を見越 して、正規の授業以外の場で、広義の社会教育として行う場合とのケース ・

スタディとみたいのである。

(3)評 価の工夫

この研究では、評価にっいても殊更に工夫を加えてみた。大別 して三っの方法を用いた。

一っは、森林にっいてのイメージの変容をみるもので、いわゆる 「イメージマップ ・テス ト」
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を用いた。事前1回 、事中2回 、そして事後1回 、合計4回 これを実施 し、書き出される語

の種類、語の数、語の連結の仕方などの変容を分析 した。

二っは、イ ンタビュー調査を用いた。学習課題を追求す る方法や追求 した成果を人に伝達

する方法に関 して、何人かでバズをさせ、メディアに関す る考え方が単元の前後でどのよう

に変化 していくかをみようとした。

三っは、いわゆる理解度 テス トであり、基礎的基本的な知識の定着、関係の把握などをみ

ようとした。

(水越敏行)

3.単 元 「人 と森林 」の メデ ィア システ ム

以上のような考え方をもとに して、単元 「人と森林」の2っ のメディアシステムを以下の

ように構成 した。それぞれのメディアシステムを詳 しく説明 してみよう。

(1)三 和小5年 生のメディァシステム

図1に 示 したのは5年 生のメディアシステムである。メディアを活用する能力、情報を処

理する能力を子供たちに段階的に形成してい くことを意図して、「情報をっかむ→情報を創

る」 という一連の学習活動をスパイラルに構成してある。情報を正確に受けとり、きちん と

した枠組みに直 して、さらに自分の言葉でそれを伝達 していく、こうした基本形を3度 繰 り

返す形になっているのである。 この時、第1段 階から第3段 階へと進むと、以下のような点

に関 して、子供たちに次第にレベルの高い活動をさせるように工夫 した。

まず、メディアを用いて情報を収集する方法であるが、 自分の体験か ら情報を得ることか

ら始めて、第2段 階には子供たちも日常の学習の中でなじみ深いテキス トによる情報収集を

位置づけた。さらに、第3段 階ではニューメディア(ハ イパー ・メディアやインタラクティ

ブ・ビデオ)に よって、情報を収集 させることに した。また、体験情報も課題の追求に加わ

えることにした。すなわち、まず、体験による自由な情報収集、メディアによる課題志向的

な情報収集のコンパク トなものを位置づけ、最後にそれらをより大規模に、より緻密に展開

させる段階を位置づけている。次に、メディアを用いた情報の伝達であるが、第1段 階では、

子供は、森林での自由探検のいくっかの感想をひとっに限定 して、OHPで 発表する。第2

段階では、テキス トで森林の働きに関 して調べたことを同一テーマのグループの仲問にプ リ

ントで説明する。また、発表の後にはそのグループ内で質疑応答をさせあう。第3段 階では、

森林にっいて言いたいことを自由に、多様なメディアを利用 して発表させる。さらに、情報

を受ける側にも、質問や意見を述べさせた後に、発表を様々な観点から評価することも求 め

る。以上、情報の伝達にっいては、伝達するメッセージの自由度、その際に利用するメデ ィ
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アの多様性、情報を受信する側をどの程度意識するか、 こうした点で子供たちのメディアを

扱 う活動を発展させるのである。

(2)此 花町小6年 生のメディアシステム

ー方、6年 生の単元のメディアシステムは図2の とお りである。単元は4っ のセッション

か ら構成されるが、そこには5年 生の単元で見 られたような段階性はない。それぞれ、非常

にユニークな学習をおこない、最後にそれを統合す るような構成になっている。例えば、い

きなりハイビジョン視聴か ら単元が始まり、子供たちに迫力のある画面から出て くる極めて

感性的な情報を受け取 らせる。 しかし、次のセッションでは、ハイパー ・メディアを活用さ

せ、子供にさまざまなスタックに触れさせて、多様な情報を受け取 らせる。また、さらに次

のセッションでは、木登 りや木刀作 り、植物採集など、森林で自由に活動 した成果を学級や

学校集会でOHPや 実物を利用 して発表 させる。ここまでの3っ のセッションでは、子供の

意識の継続を重視せず、一回読み切り型で豊かな活動を準備する。 これらを受けて、最後の

セッションでは、それまでの学習活動をハイ ビジョンテキス トを見たり話 し合いをした りし

ながらプ リント(図3参 照)に 整理させるのであるが、ここにきて初めて、メディアによる

学習と体験による学習の成果をっなぐことになる。

また、学習環境にしても、ハイビジョンはNHK金 沢で、ハイパー ・メディア教材は金沢

大学で、森林での自由活動は実際に自然園へ出かけて、さらに活動を紹介するための準備は

学校と市の教育セ ンターで、といった具合に実に多様なものを構成 している。さらに、教授

組織も非常に柔軟な編成をおこなっている。例えば、セッション1、2は 市の教育センター

の職員がインストラクターとなるが、セッション3の 森林での自由活動は自然の家の職員が

子供たちのサポーターとなる。一方、同じくセッション3のKJ法 による活動の振 り返 りで

は担任教師が子供たちの思考をまとめあげるが、発表に活用するメディアを準備する段階で

は、もう一度、市の教育セ ンターの職員がインス トラクターとなる。このように、、学習環境、

教授組織というメディアを活用する状況、体験学習を進める状況に関しても、異質なものを

重ね合わせる構成になっている。
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第1段 階
情報を受け取 り、感性的に
表現する段階
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第3段 階
情報を整理 した り加工 したりして、それ
を他者 に効果的に伝え.る段階
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*網 かけ部分は学校外での学習

図1「 人 と森林」5年 生の単元のメディアシステム
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情報を受け取るセッション2
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情報を作 り、それを他者に効果的
に伝えるセッション

↓

KJ法 による活動
の振 り返 り
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学級内で発表

…
▼

他学年の児童に発表

ハ イ ビジ ョン テ キ
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よ る学 習 活 動 の ま
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情報を整理するセッション

⊂=⊃ 学習のユニ・ト

○ 体験による学習

[=コ ・デ・アにょる轄
*網 かけ部分 は学校外での学習

図2「 人 と森林」6年 生の単元のメディアシステム
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森 林 の 学 習 の ま と め
1.NHKの ハイビジ5ンを見て心に
残つたこと

名 前()
2.大 学のコンピュータで心に溺った3.タ 目寺自然公塵で体験したことで
こと 心に残っても、ること
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6 ll
1

4,3つ の后動を通

して感 じたことや
考えたことを轟し
なさし、. 難 漿

雛1
か_L/Lニミ」 り.

鮎 ら
鵜鹸

図36年 生の授業:ま とめのプリント記述例

4.単 元の展開 ～5年 生 の授業の実際～

前述 したような設計図の下で、金沢では6月 から7月 にかけて20時 間程度の2つ の授業

を実施 したわけであるが、紙幅の都合により、ここでは、5年 生の実践についてのみ、その

展開、子どもの反応などを記述 してみたいと思う。

まず、1次 であるが、放送番組 「人と森林」を視聴して、子供たちは十分に感性を揺さぶ

られていた。視聴後に、子供たちは、「水は飲んだ らおいしそ う」、「泉の魚 は気持ちよさそ

う」、「(森は)絵 で描いたみたいで行 ってみたくなった」などの感想を述べており、 テレビ

のシーンにのあり込んでいる様子が伺えた。また、その後に健民公園 「野鳥の森」で自由探

索をさせたのであるが、グループ別に森の特徴を五感を使 って確かあてきていた(写 真1参

照)。 学級 に帰 ってきてか ら、

子供たちに自由探索の感想 をま

とあさせてみ ると、「自然の臭

いがした」、「町とは違 う」、「自

然がいっぱいで楽 しか った」、

「自然はよいところ」 などの記

述がまとめのプリン トに見 られ

た。これらの内容か ら、1次 の

ねらいであった 「森林のす ばら

しさを感 じ取ること」 が、放送
写真1「 野鳥の森」での自由探索




















